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警察歯科の活動は、昭和６０年の航空機墜落事故における身元確認を契機といたしまし
て社会に広く認知されるようになりました。その後の活動の場は時代とともに大規模か
つ広範囲となり、全国的な組織化、身元確認における用語統一などの必要性が求めら
れ、平成１５年７月、日本歯科医師会に全国警察歯科医会連合会を設置し、以降毎年１回
警察歯科医会全国大会を開催し本年までに７回の全国大会を開催してまいりました。
近年、警察歯科活動の充実に伴い警察歯科医は社会的に認知されるようになってまい

りましたが、しかし未だその法的身分や保障制度が確立されていない状況にあります。
本会といたしましては、その活動がより円滑に行われるよう、行政における警察歯科医
の身分のあり方や制度の確立に向けた検討を行って頂くため、平成１８年度に警察歯科医
制度検討委員会を設置するなど対応を図ってきたところであります。
また、日本歯科医師会として平成１９年度から警察歯科医身元確認研修会を開催し、会

員の先生方に、警察歯科医としてより一層の研鑽に励んで頂き、将来的には受講者を対
象とした資格審査・認定試験等を経た警察歯科医の身分の確立を目指していきたいと考
えております。
本マニュアルは平成１４年に発刊され、現在も警察歯科に携わる先生方、警察関係の

方々等、幅広くご活用頂いているところではありますが、発刊より既に６年が経過し、
現行に即していない部分も見受けられることから、基本的な部分はそのままに、見直し
が必要な項目の修正と新しく追加すべき項目の整理を行い、今回改訂版を作成・発刊す
ることになりました。
警察歯科医は、国内で発生する災害や事故等への対応はもちろんのことですが、国外

で発生した災害等により被害を受けられた在留邦人に対しましても、大きな役割を担っ
ております。我々は、今後もあらゆる事件・事故、災害等において身元確認が迅速かつ
的確に行えるよう更なる努力を行い、故人並びにご遺族、関係者に失われた尊厳の回復
に努めると同時に、一刻も早くご遺族の元にご遺体をお返しするという、つらく、しかし
大切な責務を担っていかねばなりません。と同時に、これらの警察歯科活動が、歯科医
師会にとっては危機管理という極めて重要な課題であることを、認識しておかねばなら
ないと思います。
このような重大な役割を担っている警察歯科医活動において、本マニュアルが警察歯

科医のみならず警察関係者にも広く活用されることを祈念いたします。
最後になりましたが、このたびの改訂版の作成にあたり全面的なご協力を賜わりまし

た警察庁関係者、DNA鑑定についてご協力賜りました日本大学医学部・押田茂實教
授、並びにマニュアル改訂版の実務作業に当たって頂きました警察歯科医制度検討委員
会の皆様に心より感謝申し上げます。

会長挨拶

警察歯科医会・身元確認マニュアル
（改訂版）の発刊にあたって

社団法人 日本歯科医師会会長
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全国の警察歯科医の皆様方におかれましては、平素より警察活動各般にわたり御協
力、御支援をいただいているところであり、とりわけ、警察が取り扱う死体の身元確認
業務においては、捜査に携わる警察にとり大変重要な御貢献をいただいていることに対
し、厚く御礼申し上げます。
さて、近年の事件・事故の態様は複雑多様化しており、遺体の一部のみ発見される殺

人、遺体の身元特定が困難な火災、爆発、墜落等の発生が引き続き危惧されるところで
あります。また、大規模災害の発生時にも遺体の身元確認業務は困難をきわめるところ
から、警察歯科活動の重要性はますます高まっていくものと思われます。
社団法人日本歯科医師会・警察歯科医制度検討委員会におかれては、事件・事故や大

規模災害発生の際の身元確認業務に関して、作業要領や用語の標準化を図るため平成１４
年に「警察歯科医会・身元確認マニュアル」を作成されたところでありますが、このた
び、IT関連機器の発達等を踏まえて、現在実施されている身元確認業務に即した内容
とするため同マニュアルの改訂版を作成されました。これにより今後とも警察活動との
緊密な連携が図られ、迅速かつ円滑な身元確認が可能になるものと、期待しておりま
す。
皆様方には、引き続き警察活動に対する御理解と御協力を賜りますようお願い申し上

げますとともに、今後の御活躍を心からお祈りし、私のあいさつといたします。

警察庁長官挨拶

警察歯科医会・身元確認マニュアル
（改訂版）の発刊にあたって

警察庁長官
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＜Ⅰ＞ 総 論

１．大規模災害・事故発生時の被害状況の把握

大規模災害や大きな事故が発生した際には、歯科診療支援（歯科医療救護活動）

や不幸にして死者が出た場合の身元不明死体の個人識別（身元確認ともいう）とい

う役割が都道府県歯科医師会に求められます。活動にあたっては、被害状況等の情

報収集が重要となりますが実際の場面ではなかなか難しいと言われています。過去

に大規模災害を体験されたか、今後大災害を被る可能性が叫ばれている都道府県歯

科医師会のマニュアル等から、全国の都道府県歯科医師会単位で今のところ掌握し

ておくべき事項を列挙しました。

なお、フローチャートを作成してもその通りにはならないことが多いと考えら

れ、被害状況等の把握についても変化していくことが予想されますので、系統立っ

たものをここでは提示しておりません。

下記を参考にして、被害状況の把握の一助としてください。

１）情報収集の時期等

・最初の情報（被害状況等を含む）はテレビのテロップ、ラジオから発せられる

ことが多く、その後も続くため、災害・事故発生直後よりテレビ、ラジオはつ

けたままにしておくのが望ましいと思われます。

・都道府県歯科医師会の役員、警察歯科関係担当者は日頃から行政、警察等の担

当者と連携を深めておき、災害発生時の早い段階から情報収集に努めます。

・行政、警察等の担当者と災害発生時の連絡方法、連絡先等を予め確認しておき

ます。

・情報収集初期より情報源を正確に記録し、情報集約時の混乱防止に努めます。

２）情報収集の方法

・上記のように、テレビ、ラジオを活用します。

・インターネットを活用します。

・アマチュア無線の活用を考慮します。事前にアマチュア無線を使用できる歯科

医師会会員を掌握します。

・地震予知速報を活用します。

Ⅰ‐１ ● 大規模災害・事故発生時の被害状況の把握
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３）情報収集すべき内容

・事故、災害の概況：発生日時、発生場所、発生状況（火災の有無）等。

・身元不明死体数の予測または把握：出動する歯科医師の数や、必要となる資器

材数の予測がたちます。

・遺体収容所（場所、広さ、収容人数）：出動する地区を決定し、隣接都道府県

歯科医師会への出動要請の採否を検討します。

・遺体の状況：例えば焼死体では開口困難が予想され、開口器、パノラマエック

ス線写真撮影の準備が有効な手段となります。

・遺体の搬入状況：出動する歯科医師の数は、初期から大量動員もしくは中程度

動員の人数を長期出動、あるいは両方の動員を検討の上、決定します。

２．日本歯科医師会の対応

日本歯科医師会は、各都道府県歯科医師会警察歯科関連組織の範囲を超える対応

が必要であると判断された場合、また複数の都道府県に及ぶような広域的な事件・

事故・災害が発生した場合に備え、今後以下のような役割を果たせるよう準備して

いきます。

１）「警察歯科医会全国大会」を開催します。

２）「都道府県歯科医師会警察歯科医会担当者連絡協議会」を開催します。

３）身元不明死体の生前資料提供依頼と広域的対応時の調整を図ります。

４）全国の都道府県歯科医師会警察歯科医会の活動状況、研修状況及び身元確認

状況の把握並びに会員への情報の提供を行います。

５）全国都道府県歯科医師会の身元確認作業に使用可能な機材（エックス線写真

撮影装置等）の所有状況を把握します。

６）大規模災害が発生した都道府県に隣接する都道府県歯科医師会への身元確認

協力要請を行います。

７）生前・死後の歯科所見記録用紙の標準化を図ります。

８）他の関連組織（日本法医学会、日本法歯科医学会等の関連学会、大学関係

者、歯科医師会外警察歯科関連、警察医会関連、諸外国歯科医師会関連等）と

の連携を図ります。

９）歯科医師会が行っている警察歯科活動を国民へ PRします。

Ⅰ‐２ ● 日本歯科医師会の対応
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＜Ⅱ＞ 各 論

１．身元確認作業の流れ

遺体の収容、検視・検案、身元確認までが確認作業の流れです。

検視・検案に係わる歯科医師の業務は、警察からの協力要請の下、身元確認作業が

主たるものです。「検視」とは、刑事訴訟法第２２９条に基づき、犯罪に起因する死体か

否かを判断するために検察官が行う業務ですが、警察官が代行することもでき、こ

の場合、国家公安委員会規則により、医師の立ち会いを求めて行うこととなります。

歯科医師の行う検査は、「検視」の補助行為として、また犯罪に起因しないこと

が明らかである場合には、警察官による死体の「見分」の補助行為として遺体を検

査し、歯科資料を検討して、身元確認に寄与することを主目的としています。

（図１）

注）

検視：刑事訴訟法第２２９条に基づき、犯罪に起因する死体か否かを判断するため

に、検察官あるいは警察官が医師の立ち会いのもとに死体の状況を調べる

ことをいいます。

検案（死体検案）：医師が医師法に基づき、死体の外表検査により、死因や死因

の種類を判定する業務です。

検死（屍）：特に法律や規則で定められた用語ではなく、歯科医師の業務もこれ

にあたります。

Ⅱ‐１ ● 身元確認作業の流れ
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２．指揮系統（出動の流れ）

（図２）

Ⅱ‐２ ● 指揮系統（出動の流れ）
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３．身元確認における活動内容

身元確認とは、「生体や死体について、その身元を確認して氏名を明らかにする

こと、また死体の一部の他に、人体由来のものおよび人体が他の物体に残したもの

について、その由来を決定すること」と定義されています。一般的な身元確認の方

法としては、面確（顔を見て確認する）、身分証明書、所持品、着衣、身体的特

徴、血液型、指紋、DNA型そして歯科所見等が考えられます。歯科医師が歯科所

見から身元確認を行う際の具体的な活動には、１）生前資料の収集と生前記録の作

成、２）死後記録の採取と整理、３）照合、４）再確認と最終判定、５）事後措置

等の５項目が挙げられます。

１）生前資料の収集と生前記録の作成

歯科医師が身元確認作業を行う際、該当者の生前記録は不可欠となります。

生前資料の収集は原則として警察が行いますが、収集作業にあたり的確なアド

バイスを与えるなどして連携をとります。同時に歯科医師会の組織力を十分に

活用し、自らも生前資料を収集するという積極的な対応をとる姿勢が望ましい

と思います。また、身元確認作業終了後、借用した生前資料は、警察の責任

で、確実に診療所等の管理者に返却するよう要請します。

受診医療機関の特定

①航空機墜落事故等で該当者の名簿が存在する場合

遺族等の証言を基に警察が捜査を行います。

また、名簿等から歯科医師会が独自に協力要請を行います。

②列車事故等で該当者の名簿が存在しない場合

不特定多数の中から身元確認を行わなくてはならないため、関係諸機関の

働きかけが重要となります。遺族の申し出とともに、該当者が受診したと

思われる医療機関からの申し出も待つことになります。

いずれも犠牲者が日本人の場合は、警察、歯科医師会（連絡網・広報誌・

ホームページ等）、報道機関（犠牲者名簿の公表）を利用し、さらに外国人の

場合には外務省、各国大使館、日本赤十字社等を通じて働きかけます。

Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容
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生前資料の種類

①歯科診療録（カルテ）

②口腔内写真（前歯部の補綴物、歯列の状態を含む）

③顔写真

④エックス線写真（パノラマ写真、デンタル写真、CT等）

⑤歯列模型（補綴診断用模型、平衡模型、顎態模型、作業用模型等）

⑥歯科健診票（学校健診、事業所健診、住民健診、母子健康手帳等）

⑦歯科技工指示書（補綴物の種類、材料、設計等）

⑧家族、友人の証言（歯、補綴物の特徴）

⑨その他

入手方法、経路

① IT関連機器（インターネット通信等）を利用

②ファクシミリ通信を利用

③遺族が直接持参

④警察関係者が持参

⑤担当歯科医が電話で説明

⑥遺族、知人が口頭で説明

整理と保管

収集した生前資料は、全て警察の管理下に置かれますが、内容が警察関係者

には理解しにくい場合もありますので、分類・整理にあたり、専従の歯科医師

が必要となります。また、他人の資料と混同しないよう名前を明記した封筒に

個別に保管し、使用する際には可能な限りコピーして用い、紛失を防止するべ

きでしょう。

生前記録の作成

収集した生前資料をもとに、経時的変化を考慮し生前のデンタルチャートを

作成します。修復の方法、材料の種類等、確実に判明していることのみ記入し

情報のない歯の所見については、「情報なし」と記入します。

Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容
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２）死後記録の採取と整理

遺体収容所に出動した歯科医師は、デンタルチャートの作成、写真撮影、エッ

クス線写真撮影、また場合によっては印象採得による歯列模型作製等の死後記録

を採取し、必要な時にいつでも取り出せるように分類・整理する必要がありま

す。

作業時の留意事項

①検死の前後には遺体に合掌し、礼を失することのないようにします（遺体
への敬意と遺族の心情への配慮を常に念頭において作業に従事します）。
②歯科医師２名によるダブルチェックシステムとします（検査者と記録者に
なりますが、所見採取後にはその役割を交代し、今一度所見を確認して、
誤記を防ぎます）。

③検査の手順や歯科所見の読み上げ方を事前に打ち合わせます（検査者の所
見の読み違いや、記録者の聞き違いを防ぎます）。
④照明器具による十分な採光のもとに行います（光源の保持者を配する等、
十分な採光が正しい所見をとることにつながります）。
⑤検査者は感染防止のため、必ずゴム手袋を着用します（遺体からの感染を
防ぐため、検査時は必ず着用し、記録時ははずします）。

⑥開口不能時でも口角部等の切開を行ってはいけません（無理な開口による
歯や顎骨の死後損傷にも注意が必要です）。

⑦口腔内が汚れている遺体は清掃してから検査を行います（歯ブラシ等で汚
れを落とし、ガーゼ等で水分を除去してから行うようにします）。

⑧疑わしい場合は断定せず、ありのままを記載します（判断できない場合
は、状態の記載にとどめるか、身元確認班の責任者または大学の専門家に
相談するようにします）。
⑨歯冠色の材料による充填や修復に注意します（とくに歯頸部や裂溝へのレ
ジン充填を見落とさないようにします）。
⑩すべての歯の所見欄に空欄がないようにします（確認できたことを記載
し、不明の場合は「不明」とします）。
⑪遺体の掛け持ちをせず、一体一体個別に実施して、他の遺体の歯科所見と
混同しないように注意します。

⑫脱落の恐れのある歯等については防止措置をとります。
⑬特徴的な所見や、治療した地域、歯科診療所、歯科技工所等が推測できる
所見を発見した場合は、速やかに警察に報告します。

Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容
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Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容

� 具体的手順（図３）
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標準記号（略号）の使用

標準記号（略号）の使用は照合作業・広域捜査・歯科所見のデータベース

化に必要となります。したがって、特に多数の身元不明死体が発生した場合

に、現場で確認作業にあたる歯科医師にはデンタルチャート作成のためにも、

標準用語を用いるようにオリエンテーションを行う必要があります。

推奨される標準用語ならびにその記載例を資料集（P．３５～４１）に掲載します。

写真撮影

身元確認のための死後記録の中で、客観的かつ正確という点において、写

真、エックス線写真、歯列模型が極めて優れています。設備機器の具備状況

等で、これらの資料を残すことが困難な場合も考えられますが、正確な記録

を得る努力を怠ってはいけません。

遺体の口腔内写真は、直接遺体を見ていない歯科医師でも、硬組織、軟組

織ともにその色調、形、大きさ、処置内容等をある程度把握することができ

ます。また、検死を担当した歯科医師が肉眼的な観察によって得た内容を裏

付けると共に、明確に記録することができます。さらには、生前の口腔内写

真がカルテとともに保存されている可能性は高く、それらとの照合に利用す

れば、極めて高い確率で身元確認が期待され、特に近年ではデジタルカメラ

の有効性が高く評価されています。

①デジタルカメラの有用性

・軽量、安価

・記録の管理が容易で場所をとらない

・メディアを選べば、続けて多数の撮影と保存が可能である

・現像処理が不要である

・撮影直後から観ることが容易で、インターネットを通じて転送が可能

である

Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容
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②撮影部位

ア）上下顎歯列正面観・左右側側面観・咬合面観

閉口時の正面１枚、左右側側面各１枚、上顎歯列咬合面１枚、下顎歯

列咬合面１枚の計５枚が基本となり、その他特徴ある所見は全て撮影し

ます。

イ）部分遺体（脱落歯、骨片等）

離断された状態では情報量も少なくなってくるため、脱落歯において

は唇側、舌側、近心、遠心、咬合（切縁）の各面、骨片においては骨折

面、さらに頭蓋骨においては縫合部を含む全ての面の写真が必要となり

ます。

ウ）離脱補綴物・修復物

航空機墜落事故のような極端に強い外力が加わった場合、または死後

日数が経過した場合などでは、有床義歯のみならず、クラウン、ブリッ

上顎歯列咬合面観

観面側側左観面正観面側側右

下顎歯列咬合面観

Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容
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ジ等も脱落する可能性があります。手作りの歯科補綴物だからこそ知り

得る特性を、身元確認に有効活用するために記録として残します。その

際、採取した場所、日時等も明確に記録する必要があります。

エ）その他

災害現場、身元確認作業現場風景などを写真撮影することは、現場に

居合わせた状況を他の歯科医師に伝えるためにも必要です。正確な記録

を残し、身元確認作業を理解してもらうための現場写真は是非とも必要

です。ただし撮影に際しては、撮影担当者を決めると共に、必ず現場責

任者の了解を得てから行って下さい。

③注意事項

ア）多数遺体を撮影する場合、検視カード等を写しこみ、写真上で個々の

遺体の識別が可能になるような配慮が必要です。

イ）遺体写真の取り扱いには十分な配慮が必要です。身元確認あるいは学

術的な目的で使用する以外、第三者の目に触れないようにします。

ウ）現場撮影の際、遺族やその関係者への心情を配慮して、いたずらに刺

激するような言動は慎まなければなりません。

エ）特に犯罪性のある事件の場合には、捜査員の顔がわかるような撮影は

しないようにします。

エックス線写真撮影

情報量の多さという点で極めて重要な資料となります。歯根の形態、根管

充填の状態、埋伏歯の有無等、肉眼所見では得られない数多くの身元確認の

決め手になる情報を提供してくれます。また、警察関係者、遺族等への説明

の際にも、理解を得るために有効な資料となり、さらに検査結果の再確認が

容易にできるという特長があります。

①種類とその特徴

ア）携帯用デンタルエックス線写真撮影装置（アナログ、デジタル）

イ）可動型横臥位パノラマエックス線写真撮影装置（アナログ、デジタル）

Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容
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ア）携帯用デンタルエックス線写真撮影装置の比較

イ）可動型横臥位パノラマエックス線写真撮影装置の比較

②撮影部位

デンタル撮影においては、原則として全顎を撮影します。特徴ある所見を

有する部位はそれ以外に咬翼法、偏心投影法等も利用して詳細に記録を残し

ます。脱落歯の場合は、照射時間を調整する必要があります。時には、デン

タル撮影装置を利用して、パノラマフィルムや咬合型フィルム上に顎骨骨体

部を撮影することも有効です。ただし、その場合はコーンを外して撮影するた

め、エックス線の防護には十分な配慮が必要となります。

③注意事項

ア）日常から使い慣れているため、とかくおろそかになりがちですが、エッ

クス線の防護には十分な注意が必要です。検死を担当する歯科医師のみ

ならず、周囲の警察関係者や遺族などへの配慮を忘れないようにします。

ルタジデグロナア

操作性 日常の診療で使用しているの
で、操作性にはほとんど問題
はない。

撮影自体はアナログとほとんど同じ
だが、画像の処理に基礎的なパソコ
ンの知識が必要。

要不要必理処像現

必要な関連機材 現像用の機材、水周り パソコン

保存機能 フィルムの保存管理が煩雑で
手間がかかる。

メディアを選べば多数例の保存が可
能、手間がかからない。

X線照射量 約１５５ c/kg
Ｄ感度フィルムによる上顎大
臼歯撮影時

アナログフィルムの１／６～１／８量

ルタジデグロナア

操作性 遺体は横臥位であるため、習
熟に多少の経験が必要とな
る。

アナログと同様の習熟に加えて、パ
ソコンの基礎的な知識が必要である

要不要必理処像現

必要な関連機材 現像用の機材 パソコン

保存機能 フィルムの保存管理が煩雑で
手間がかかる。

保存管理は容易で、多数例の情報を
管理できる。

Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容
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イ）生前資料の中にエックス線写真がある場合は、エックス線主線が同じ

方向になるように照射し、フィルムの黒化度も近づけるように努力します。

ウ）撮影フィルム（画像）には、遺体番号、日付等を写し込み、フィルム

ごとに区別が明確になるようにします。

エ）可能であれば、保存用と貸し出し用の２枚を撮影しておきます。

３）照合

生前記録と死後記録を比較、照合することにより、身元確認を行います。生前

と死後の記録が全て一致すれば、同一人物だと断定できますが、一部不一致で

あっても、時間的な経過、他院での処置等を考慮に入れて矛盾がない場合は、同

一人物の可能性が極めて高くなります。いずれの場合も最終的な結論を出すまで

には、複数の歯科医師による慎重な協議が必要です。具体的な方法に関しては、

それぞれの現場で最善の方法を考え出して実行していくことになります。

照合時の注意事項

① 歯科診療録（カルテ）を見るときには、記入間違い、記入漏れのある可

能性、複数の歯科医療機関で治療を受けた可能性、疾病の進行程度、治療

後の自然脱落、矯正治療のための便宜抜去（第一小臼歯、第二小臼歯等の

判定）等を考慮しながら判読する必要があります。したがって、所見が一

致しない場合でも、う蝕の進行および歯科治療の方向性に矛盾がなけれ

ば、同一人であると判断されることもあります（P．２４／図４参照）。

② 記録を単純に比較するばかりでなく、自己の持つ歯科医学的知識を総合

的に駆使することが大切です。また、必ず複数の歯科医師で照合結果を検

討することが必要です。

③ 多数遺体の照合作業を行う場合には、生前記録と死後記録の双方を予め

「乳歯列」「混合歯列」「永久歯列（有床義歯あり・なし）」「無歯顎」等に

分類してから開始するとよいでしょう。

④ 遺族や報道機関への発表は警察が行います。個人的な発言は控えるよう

にします。

Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容

●
警
察
歯
科
医
会
・
身
元
確
認
マ
ニ
ュ
ア
ル

日本歯科医師会雑誌 Vol．６１ No．１２２００９－３ 1363 ● ２３



照合内容の記載

生前記録と死後記録の内容で、重要かつ特徴的と思われる所見を「照合結

果報告書」用紙に記載し、身元確認の根拠となりうる所見を明確にします。

それらの所見を「一致」、「同一人として矛盾しない不一致」、「同一人として

矛盾する不一致」、「判定不能」のいずれかに該当するかを判断し、判定結果

を明記します。ただし、判定が困難である場合は断定せずに不明とし、あり

のままに記載します。

（図４） う蝕の進行および歯科治療の方向性

Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容
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照合結果報告書

遺体番号の死後記録と該当者の歯科所見による生前記録を照合した結果は以下の通りである。

（１）生前所見 師医科歯：者供提料資

カルテ、エックス線写真（デンタル・パノラマ）、歯科技工指示書、その他（ ）

（２）死後所見

（３）照合結果
特記事項

所箇致一印○
△印 同一人として矛盾しない不一致 箇所
×印 同一人として矛盾する不一致 箇所

所箇能不定判印－

（４）結論

年 月 日

検査歯科医師 住所

氏名 ○印

社団法人 日本歯科医師会

遺体番号

（上）

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

（右）
Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

（左）
Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

（下）

定判上定判

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

（右）
Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

（左）
Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

定判下定判

Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容
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４）再確認と最終判定
照合の結果、生前記録と死後記録が一致した場合、あるいは一部が一致しなく

ても、歯科治療の方向性に矛盾がない場合は、身元は確認されたと言えます。た
だし、間違いが許されない身元確認だけに、この段階で、さらにもう一度、遺体
と生前記録を直接照合してみる等の再確認を、死後記録の採取を行った者とは異
なる歯科医師によって行います。
以上の結果をさらに複数の歯科医師で最終的に協議し、判定を下します。

５）事後措置
遺族への説明

身元確認の根拠に関する説明を遺族から求められた場合には、警察関係者と
連携し、警察関係責任者の立会いのもとに行います。一般の方にも理解できる
よう、専門用語を用いるのではなく、わかりやすい言葉で説明します。

鑑定書の作成
鑑定とは「第三者に行わせる特別の知識経験に属する法則またはこれにもと

づく具体的事実の判断の報告である。（団藤重光・刑訴法綱要より）」と定義さ
れています。裁判所が学識経験のあるものに命じて行う場合や、検察官、検察
事務官、司法警察員が犯罪捜査上必要があると判断して被疑者以外の者に、嘱
託する場合等があり、それぞれ刑事訴訟法第１６５条及び第２２３条に基づき行わ
れ、文書によって依頼されます。（P．４１「鑑定嘱託書（例）」参照）
こうした依頼がなされた場合には、簡潔で平易に記載された鑑定書によって

回答しなければならないと同時に、何時でも法廷に立つ心構えが必要となります。
鑑定書の様式については法令で規定されたものはありませんが、鑑定書の記

載例を P．４２、４３に示します。

その他
一連の身元確認作業を通じて得た教訓、反省事項を記録にとどめることは、

今後の貴重な参考資料となります。
また、生前資料を提供して下さった医療機関等の関係者、そして身元確認作

業のために出動いただいた関係歯科医師への感謝の念を忘れないようにしたい
ものです。
なお、報道機関等への対応は、警察（現地対策本部等）が行うことから、歯

科医師による個別対応は行わないようにします。

Ⅱ‐３ ● 身元確認における活動内容
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４．DNA鑑定

最近では、少量の血液・体液や毛髪などから遺伝子の本体であるDNA（Deoxy-

ribo Nucleic Acid、デオキシリボ核酸）を抽出して、個人を識別するDNA鑑定法

が注目を集めています。血液型鑑定との併用で、個人識別が高率に可能になり、究

極の個人識別法と言われています。

しかしながら、DNA鑑定は新しい技術を使った方法であるので、その利点と欠

点について十分検討を加えることが必要です。そこで、①再現性が高いかどうか、

②突然変異の可能性などについても検討しなければなりません。

１９８５年にイギリスのジェフリーズにより、「DNAフィンガープリント法」が発

表され、また、この年に PCR法（Polymerase Chain Reaction 法）も発表され、

法医学領域でのDNA鑑定が新展開しました。「DNAフィンガープリント法（マル

チローカスプローブ）」は、多数のバンドが検出されるので、肯定や否定の確度が

高率であり、現在でも親子鑑定に有用です。しかし、現在では刑事関係の事件で

「DNAフィンガープリント法」が選択されることは殆どなくなりました。

一方、PCR法を用いたDNA検査法は、試料が微量・陳旧な場合にも有効であ

り、分析結果の再現性が良く、結果の数値化が可能であり、従ってコンピュータ検

索も可能であるので、刑事関係の事件で応用範囲が広がっており、個人識別にも用

いられています。

以前には PCR法を用いたドットブロット法（HLA-DQ 型、PM型など）が用

いられたこともありましたが、現在では用いられていません。D１S８０（MCT１１８）

型は１６塩基の繰り返し構造を判定していますが（ミニサテライトという）、試料が

死後変化により腐敗してくるとDNAが劣化し、短いDNAしか得られないので、

より短い繰り返し構造のマイクロサテライトが注目されています。その理由として

は、死後変化が進行したケースでも検査可能であることとシークエンスが容易であ

ることによります。殺人事件の時効（２５年）以上経過した血痕などからも型判定が

可能です。

現実には STR（Short Tandem Repeat）型のうち、４塩基繰り返し構造を判定

する方法が実用化されています。TH０１（Human tyrosine hydroxylase gene）型

を初め、D８S１１７９、D２１S１１、D７S８２０、CSF１PO（Human c-fms proto-oncogene

for CSF‐１ receptor gene）、D３S１３５８、D１３S３１７、D１６S５３９、D２S１３３８、D１９S

４３３、vWA（Human von Willebrand factor gene）、TPOX（Human thyroid peroxi-

dase gene）、D１８S５１、D５S８１８、FGA（Human alfa fibrinogen）の１５種に加えて

Ⅱ‐４ ● DNA鑑定
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XYによる性別判定を行なっています。このような STRを１５種検査すると、１０２０分

の１程度まで区別することができます。地球には約６０億人位の人間しか住んでいま

せんので、一卵性の双生児（DNAは一致）以外は確実に区別できることになりま

す。

鑑定や検査を評価するには、①試料の採取が適切であったか、②方法が適切で

あったか、③結果に対する考察が適切であるか、④再鑑定・検査が可能であるか、

について検討する必要があります。DNA型検査を含む先端的な技術では、いつで

も、どこでも、他の専門家が施行しても正しい結果が得られるかということについ

て、充分な科学的根拠があるかどうかが問題であり、再鑑定に備えて鑑定試料を保

存することは鑑定人に課せられた命題であります。

Ⅱ‐４ ● DNA鑑定
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＜Ⅲ＞ 資 料
１．関係機関

１）警察庁、各都道府県警察本部
号番話電所住号番便郵称名轄管

警 察 庁 １００－８９７４ 東京都千代田区霞が関２丁目１番２号 ０３－３５８１－０１４１
警 視 庁 １００－８９２９ 東京都千代田区霞が関２丁目１番１号 ０３－３５８１－４３２１

北 海 道 警 察 本 部 ０６０－８５２０ 札幌市中央区北二条西７丁目 ０１１－２５１－０１１０
函 館 方 面 本 部 ０４０－８５１１ 函館市五稜郭町１５番５号 ０１３８－３１－０１１０
旭 川 方 面 本 部 ０７８－８５１１ 旭川市一条通２５丁目４８７番地の６ ０１６６－３５－０１１０
釧 路 方 面 本 部 ０８５－８５１１ 釧路市黒金町１０丁目５番地１ ０１５４－２５－０１１０
北 見 方 面 本 部 ０９０－８５１１ 北見市青葉町６番１号 ０１５７－２４－０１１０

東
北
管
区
警
察
局

東北管区警察局 ９８０－８４０８ 仙台市青葉区本町３丁目３番１号 ０２２－２２１－７１８１
青森県警察本部 ０３０－０８０１ 青森市新町２丁目３番１号 ０１７－７２３－４２１１
岩手県警察本部 ０２０－８５４０ 盛岡市内丸８番１０号 ０１９－６５３－０１１０
宮城県警察本部 ９８０－８４１０ 仙台市青葉区本町３丁目８番１号 ０２２－２１１－７１７１
秋田県警察本部 ０１０－０９５１ 秋田市山王４丁目１番５号 ０１８－８６４－１１１１
山形県警察本部 ９９０－８５７７ 山形市松波２丁目８番１号 ０２３－６２６－０１１０
福島県警察本部 ９６０－８６８６ 福島市杉妻町２番１６号 ０２４－５２２－２１５１

関
東
管
区
警
察
局

関東管区警察局 ３３０－９７２６ 埼玉県さいたま市中央区新都心２番地１ さいたま新都心合同庁舎２号館 ０４８－６００－６０００
茨城県警察本部 ３１０－８５５０ 水戸市笠原町９７８番６ ０２９－３０１－０１１０
栃木県警察本部 ３２０－８５１０ 宇都宮市塙田１丁目１番２０号 ０２８－６２１－０１１０
群馬県警察本部 ３７１－８５８０ 前橋市大手町１丁目１番１号 ０２７－２４３－０１１０
埼玉県警察本部 ３３０－８５３３ さいたま市浦和区高砂３丁目１５番１号 ０４８－８３２－０１１０
千葉県警察本部 ２６０－８６６８ 千葉市中央区市場町１番２号 ０４３－２２７－９１３１
神奈川県警察本部 ２３１－８４０３ 横浜市中区海岸通２丁目４番地 ０４５－２１１－１２１２
新潟県警察本部 ９５０－８５５３ 新潟市中央区新光町４番地１ ０２５－２８５－０１１０
山梨県警察本部 ４００－８５８６ 甲府市丸の内１丁目６番１号 ０５５－２３５－２１２１
長野県警察本部 ３８０－８５１０ 長野市大字南長野字幅下６９２番地の２ ０２６－２３３－０１１０
静岡県警察本部 ４２０－８６１０ 静岡市葵区追手町９番６号 ０５４－２７１－０１１０

中
部
管
区
警
察
局

中部管区警察局 ４６０－０００１ 名古屋市中区３の丸２丁目１番１号 ０５２－９５１－６０００
富山県警察本部 ９３０－８５７０ 富山市新総曲輪１番７号 ０７６－４４１－２２１１
石川県警察本部 ９２０－８５５３ 金沢市鞍月１丁目１番地 ０７６－２２５－０１１０
福井県警察本部 ９１０－８５１５ 福井市大手３丁目１７番１号 ０７７６－２２－２８８０
岐阜県警察本部 ５００－８５０１ 岐阜市藪田南２丁目１番１号 ０５８－２７１－２４２４
愛知県警察本部 ４６０－８５０２ 名古屋市中区３の丸２丁目１番１号 ０５２－９５１－１６１１
三重県警察本部 ５１４－８５１４ 津市栄町１丁目１００番地 ０５９－２２２－０１１０

近
畿
管
区
警
察
局

近畿管区警察局 ５４０－０００８ 大阪市中央区大手前２丁目１番２２号 ０６－６９４４－１２３４
滋賀県警察本部 ５２０－８５０１ 大津市京町４丁目１番２号 ０７７－５２２－１２３１
京都府警察本部 ６０２－８５５０ 京都市上京区下立売通釜座東入藪之内町８５の３・４番地 ０７５－４５１－９１１１
大阪府警察本部 ５４０－８５４０ 大阪市中央区大手前３丁目１番１１号 ０６－６９４３－１２３４
兵庫県警察本部 ６５０－８５１０ 神戸市中央区下山手通５丁目４番１号 ０７８－３４１－７４４１
奈良県警察本部 ６３０－８５７８ 奈良市登大路町８ ００ ７４２－２３－０１１０
和歌山県警察本部 ６４０－８５８８ 和歌山市小松原通１丁目１番地１号 ０７３－４２３－０１１０

中
国
管
区
警
察
局

中国管区警察局 ７３０－００１２ 広島市中区上八丁掘６番３０号 ０８２－２２８－６４１１
鳥取県警察本部 ６８０－８５２０ 鳥取市東町１丁目２７１番地 ０８５７－２３－０１１１
島根県警察本部 ６９０－８５１０ 松江市殿町８番地１ ０８５２－２６－０１１０
岡山県警察本部 ７００－０８２４ 岡山市内山下２丁目４番６号 ０８６－２３４－０１１０
広島県警察本部 ７３０－８５０７ 広島市中区基町９番４２号 ０８２－２２８－０１１０
山口県警察本部 ７５３－８５０４ 山口市滝町１番１号 ０８３－９３３－０１１０

四
国
管
区
警
察
局

四国管区警察局 ７６０－０００８ 高松市中野町１９番７号 ０８７－８３３－２１１１
徳島県警察本部 ７７０－８５１０ 徳島市万代町２丁目５－１ ０８８－６２２－３１０１
香川県警察本部 ７６０－８５７９ 高松市番町４丁目１番１０号 ０８７－８３３－０１１０
愛媛県警察本部 ７９０－８５７３ 松山市南堀端町２番地２ ０８９－９３４－０１１０
高知県警察本部 ７８０－８５４４ 高知市丸ノ内２丁目４番３０号 ０８８－８２６－０１１０

九
州
管
区
警
察
局

九州管区警察局 ８１２－８５７３ 福岡市博多区東公園７番７号 ０９２－６２２－５０００
福岡県警察本部 ８１２－８５７６ 福岡市博多区東公園７番７号 ０９２－６４１－４１４１
佐賀県警察本部 ８４０－８５４０ 佐賀市松原１丁目１番１６号 ０９５２－２４－１１１１
長崎県警察本部 ８５０－８５４８ 長崎市万才町４番８号 ０９５－８２０－０１１０
熊本県警察本部 ８６２－８６１０ 熊本市水前寺６丁目１８番１号 ０９６－３８１－０１１０
大分県警察本部 ８７０－８５０２ 大分市大手町３丁目１番１号 ０９７－５３６－２１３１
宮崎県警察本部 ８８０－８５０９ 宮崎市旭１丁目８番２８号 ０９８５－３１－０１１０
鹿児島県警察本部 ８９０－８５６６ 鹿児島市鴨池新町１０番１号 ０９９－２０６－０１１０
沖縄県警察本部 ９００－００２１ 那覇市泉崎１丁目２番２号 ０９８－８６２－０１１０

Ⅲ‐１ ● 関係機関
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２）各都道府県、警察歯科組織
歯科医師会名 警 察 歯 科 組 織 名
北 海 道 北海道警察歯科協力医会
青 森 県 青森県警察歯科協力医会
岩 手 県 社団法人岩手県歯科医師会警察歯科委員会
秋 田 県 秋田県警察歯科医会
宮 城 県 宮城県歯科医師会警察歯科医会
山 形 県 山形県警察歯科医会
福 島 県 社団法人福島県歯科医師会警察歯科医部会
茨 城 県 茨城県警察歯科医会
栃 木 県 栃木県歯科医師会警察協力会
群 馬 県 群馬県歯科医師会企画調査委員会警察歯科災害対策室
千 葉 県 災害対策警察歯科委員会
埼 玉 県 埼玉県警察協力医会
東 京 都 東京都警察歯科医会
神 奈 川 県 神奈川県警察歯科医会
山 梨 県 山梨県歯科医師会警察歯科医会
長 野 県 社団法人長野県歯科医師会警察協力歯科医会
新 潟 県 新潟県警察歯科医会
静 岡 県 静岡県歯科医師会警察歯科医会
愛 知 県 愛知県警察歯科医会
三 重 県 三重県警察医会
岐 阜 県 岐阜県警察歯科医会
富 山 県 富山県警察法歯学協力医連絡協議会
石 川 県 石川県歯科医師会警察協力医会
福 井 県 福井県警察歯科医会
滋 賀 県 警察協力歯科医委員会
和 歌 山 県 和歌山県警察歯科医会
奈 良 県 奈良県警察協力歯科医会
京 都 府 京都府歯科医師会警察歯科部
大 阪 府 警察歯科対策推進室
兵 庫 県 兵庫県警察歯科医会
岡 山 県 岡山県警察歯科医会
鳥 取 県 鳥取県警察協力歯科医会
広 島 県 広島県警察歯科医会
島 根 県 島根県警察歯科医会
山 口 県 山口県歯科・警察連絡協議会
徳 島 県 徳島県「警察・医師会・歯科医師会」連絡協議会
香 川 県 香川県警察医会
愛 媛 県 愛媛県警察歯科医会
高 知 県 高知県警察・高知県歯科医師会連絡協議会
福 岡 県 福岡県警察歯科医会
佐 賀 県 佐賀県警察法歯学連絡協議会
長 崎 県 長崎県警察嘱託歯科医会
大 分 県 大分県警察嘱託歯科医会
熊 本 県 熊本県警察歯科医会
宮 崎 県 宮崎県警察歯科医会
鹿 児 島 県 鹿児島県歯科医師会警察協力医会
沖 縄 県 沖縄県歯科医警察協力会
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２．デンタルチャート

デンタルチャート（死後記録）
時日査検所場査検号番体遺 年 月 日 時 分

遺体状況

□上下顎
□上顎のみ
□下顎のみ
□その他

所轄警察署 警察署 参考資料

□口腔内写真（ 枚）
□X線写真 （デンタル 枚）

（パノラマ 枚）
□歯列模型の作成

：所住：項事記特・見所
歯科医師名： ○印

TEL （ ）

住 所：
歯科医師名： ○印

TEL （ ）

立会い警察官名：

社団法人 日本歯科医師会

１
２
３
４
５
６
７
８

１
２
３
４
５
６
７
８

８
７
６
５
４
３
２
１

８
７
６
５
４
３
２
１

Ⅲ‐２ ● デンタルチャート
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デンタルチャート（生前記録）
日月年日入記号番ルイァフ

患 者 氏 名 性
別 男・女 参 考 資 料

□歯科診療録
□口腔内写真 （ 枚）
□デンタル写真 （ 枚）
□パノラマ写真 （ 枚）
□その他

）歳（日月年日月年生

住 所 TEL （ ）
通 院 期 間

所見・特記事項： 資
料
提
供

医療機関名：
歯科医師名：

TEL （ ）

記
入
歯
科
医
師

住 所：
歯科医師名： ○印

TEL （ ）

住 所：
歯科医師名： ○印

TEL （ ）

社団法人 日本歯科医師会

１
２
３
４
５
６
７
８

１
２
３
４
５
６
７
８

８
７
６
５
４
３
２
１

８
７
６
５
４
３
２
１

Ⅲ‐２ ● デンタルチャート
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３．デンタルチャートの作成

８ 半埋伏歯
７ 全部鋳造冠（金色）
６ 欠損（ポンティック）（金色）
５ 全部鋳造冠（金色）
４ 健全歯
３ レジン充填（ML・B）
２ 健全歯
１ 健全歯

欠損 ８
欠損（義歯・レジン歯）７
欠損（義歯・レジン歯）６
根面板（義歯・レジン歯）５
健全歯 ４
欠損（死後脱落） ３
歯牙破折 ２
歯牙破折 １

レジン前装鋳造冠（銀色・根充）１
レジン前装鋳造冠（インプラント）２
仮封材（白色） ３
インレー窩洞（OD） ４
支台築造（銀色） ５
C３ ６
C２ ７
埋伏歯 ８

１ 金属焼付陶材冠
２ 欠損（ポンティック）金属焼付陶材冠
３ 金属焼付陶材冠
４ アマルガム充填（O）頬側転位
５ インレー（OD 銀色）
６ ４／５冠（銀色）
７ 全部鋳造冠（銀色）
８ 欠損

所見・特記事項：
・下顎骨骨折が認められる
・２１｜は歯冠中央部より破折している
・３は脱落し歯槽窩が認められる
・５は残根上義歯で根面板が装着されている
・２はスクリュータイプインプラントが埋入されてお
り、レジン前装鋳造冠が装着されている

・３は仮封材が認められ、治療途中と思われる
・５４｜は修復物の脱落と思われる
・８は埋伏している
・４は頬側に転位している

住 所：○○○市○○○町○○○番地
歯科医師名： ○ ○ ○ ○ ○印

TEL○○○（○○○）○○○○

住 所：○○○市○○○町○○○番地
歯科医師名： ○ ○ ○ ○ ○印

TEL○○○（○○○）○○○○

立会い警察官名：
○ ○ ○ ○

社団法人 日本歯科医師会

デンタルチャート（死後記録）
遺体番号 A－００１ 検査場所 ○×体育館 検査日時 平成○○年○○月○○日○○時○○分

遺体状況

■上下顎
□上顎のみ
□下顎のみ
□その他

所轄警察署 ○○警察署 参考資料

■口腔内写真（ ５枚）
■X線写真 （デンタル １０枚）

（パノラマ ０枚）
□歯列模型の作成

Br

Br

Ⅲ‐３ ● デンタルチャートの作成
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デンタルチャート（生前記録）
１００－B号番ルイァフ 記入日 平成○○年○○月○○日

患 者 氏 名 ○ ○ ○ ○ 性
別 ○男・女 参 考 資 料

■歯科診療録
□口腔内写真 （ 枚）
■デンタル写真 （ １０枚）
□パノラマ写真 （ 枚）
□その他

生 年 月 日 昭和○○年○○月○○日（○○歳）

住 所 ○○○市○○○町○○○番地
TEL○○○（○○○）○○○○

通 院 期 間 平成○○年○○月○○日から平成○○年○○月○○日

所見・特記事項：

・診療録より ７ ８
５ ５７ 残存を確認

・８はエックス線写真により埋伏が確認される
・２１｜は根充剤がエックス線写真により確認される
・５は根充剤がエックス線写真により確認される

資
料
提
供

医療機関名： ○ × 歯科医院
歯科医師名： ○ ○ ○ ○

TEL○○○（○○○）○○○○

記
入
歯
科
医
師

住 所：○○○市○○○町○○○番地
歯科医師名： ○印

TEL○○○（○○○）○○○○

住 所：○○○市○○○町○○○番地
歯科医師名： ○印

TEL○○○（○○○）○○○○

社団法人 日本歯科医師会

８ 欠損
７ C２
６ 欠損
５ C２
４ 健全歯
３ レジン充填（B）
２ 健全歯
１ 健全歯

欠損 ８
欠損（義歯・レジン歯）７
欠損（義歯・レジン歯）６
全部鋳造冠（Pd・根充） ５
健全歯 ４
健全歯 ３
健全歯 ２
健全歯 １

レジン前装鋳造冠（根充）１
レジン前装鋳造冠（根充）２
健全歯 ３
健全歯 ４
全部鋳造冠（Pd） ５
アマルガム充填 ６
健全歯 ７
埋伏歯 ８

１ レジン充填
２ 健全歯
３ 健全歯
４ アマルガム充填
５ インレー（Pd）
６ インレー（Pd）
７ 全部鋳造冠（Pd）
８ C３

Ⅲ‐３ ● デンタルチャートの作成
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４．歯科所見の名称（略号を含む）

特に処置内容の記入に際し、現場では時間的な制約もあり（ ）内の略号を使

用してかまいませんが、最終報告書には標準用語（学術用語）に置き換えて使用し

て下さい。

＜歯の状態＞

○形態
・治療痕なし ・残存歯
・健全歯 ・巨大歯 ・エナメル質形成不全

折破牙歯・歯小矮・C・
・咬耗 ・円錐歯 ・斑状歯
・磨耗 ・癒合歯 ・過剰歯
・楔状欠損（WSD） ・癒着歯
・結節（切歯・中心・カラベリ・臼旁・臼後）

○位置
・捻転 ・傾斜 ・埋伏（水平・完全・半）
・転位 ・叢生 ・歯間離開

○処置
損欠・復修冠歯・

）rB（ジッリブ填充
）P（クッィテンポ）FA（填充ムガルマア

セメント充填 （CF） ・有床義歯
）DF（歯義床部全）FR（填充ンジレ

グラスアイオノマー充填（GCF） 局部床義歯（PD）
予防填塞（シーラント） 人工歯

歯ンジレ）nI（ーレンイ
歯陶）KC４／３（冠４／３
歯属金）KC５／４（冠５／４

置装結連・持維）KCF（冠造鋳部全
鉤造鋳冠属金環帯

鉤線）KM（冠印圧面嚼
ーバ）KP（冠実充面嚼
線強補）KCC（冠造鋳面嚼
クッフ冠金面開
ーパス）KJ（冠トッケャジ

Ⅲ‐４ ● 歯科所見の名称（略号を含む）
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トンメチッタア）KC装前（冠造鋳装前
歯義床ンジレ）BM（冠材陶付焼属金

歯義床属金造築台支
トンラプンイ・）KS（歯続継

プイターュリクス）keT（冠覆被間暫
プイタドーレブ歯結連
プイターダンリシ冠スヌーコ

●色調 ●部位
金色 咬合面 （O）
銀色 唇（頬）側面（B）
歯牙色 口蓋面 （P）
黒色 舌側面 （L）

近心面 （M）
遠心面 （D）

＜歯列咬合の状態＞

係関合咬○態形○

・狭窄歯列弓 ・開咬 ・交叉咬合

・V字歯列弓 ・切端咬合 ・上・下顎前突

・鞍状歯列弓 ・反対咬合

・空隙歯列弓 ・過蓋咬合

＜軟組織の状態＞
・歯肉退縮 ・口唇裂
・歯肉肥厚 ・手術痕
・色素沈着

＜その他＞
・歯根嚢胞 ・骨折 ・矯正装置
・外歯瘻・内歯瘻 ・骨隆起 ・唇側矯正装置

置装正矯側舌・着沈石歯・落脱・
置装正矯床・歯クンピ・裂蓋口・

・暫間固定（Tfix） ・変色歯

Ⅲ‐４ ● 歯科所見の名称（略号を含む）
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５．用語、略号の記載例

種 目 記録例 備 考 記載用語（略号）例など

健 全 歯

歯冠・歯根を実線で記入
する（エックス線写真に
より歯根外形が判明した
場合は実線で図示す
る）。

健全歯。但し着色や歯
石の沈着等により必ず
しも「健全」と言いき
れない場合には「治療
痕なし」、「残存歯」と
いった表記で良い。

う 蝕
う蝕部位を実線で囲み、
黒く塗りつぶす。

C

充 填 物

アマルガム充填は黒く塗
りつぶし、その他の歯冠
色充填物は点で記入す
る。修復歯面や色も記入
する。

アマルガム充填（AF（O））
レジン充填（RF（MP））

材封仮。るす入記で目網材封仮

イ ン レ ー

歯冠色部分は点で記入
し、金属部分は黒く塗り
つぶす。修復歯面や色も
記入する。

インレー（In（MO・金色））

全部鋳造冠
金属部分を黒く塗りつぶ
す。色も記入する。

全部鋳造冠（FCK（銀色））

Ⅲ‐５ ● 用語，略号の記載例
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種 目 記録例 備 考 記載用語（略号）例など

ジャケット冠
歯冠色部分は点で記入す
る。

ジャケット冠（JK）

レジンジャケット冠
（RJK、HJK）

ポーセレンジャケット冠
（ポーセレン JK）

金 属 焼 付
陶 材 冠

歯冠色部分は点で記入
し、金属部分は黒く塗り
つぶす。色も記入する。

金属焼付陶材冠（MB）

継 続 歯
歯冠色部分は点で記入
し、金属部分は黒く塗り
つぶす。色も記入する。

継続歯（SK）

レジン継続歯（レジン SK）

ポーセレン継続歯
（ポーセレン SK）

前装鋳造冠
歯冠色部分は点で記入
し、金属部分は黒く塗り
つぶす。色も記入する。

レジン前装鋳造冠
（前装CK）

暫間被覆冠
歯冠色部分は点で記入
し、金属部分は黒く塗り
つぶす。

暫間被覆冠（Tek）

Ⅲ‐５ ● 用語，略号の記載例
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種 目 記録例 備 考 記載用語（略号）例など

支 台 築 造

金属部分は黒く塗りつぶ
し、レジンは点で記入す
る。ピンや根充材があれ
ば黒で記入する。

支台築造

ブ リ ッ ジ

歯冠色部分は点で記入
し、金属部分は塗りつぶ
す。欠損部位は「ポンテ
ィック」とし、色も記入
する。

ブリッジ（Br）

インプラント

金属部分は黒く塗りつぶ
す。種類が判明すれば記
入し、上部構造も記入す
る。

インプラント

有 床 義 歯

床外形を実線で記入し、
レジン床は斜線で、歯冠
色人工歯は点で、金属人
工歯は黒で塗りつぶす。
クラスプ・バー・アタッ
チメントなどの金属部分
は黒く塗りつぶす。欠損
部位は「欠損」とし、種
類が判明すれば「レジン
歯」「金属歯」と記入する。

欠損（義歯・レジン歯）
（MT）

記載上の注意
・金属補綴物に架かるクラスプやアタッチメントはいずれも黒で塗りつぶすことから、それらの外
形がわかりにくくなる。そこで、補綴物との境界に一層空白域を設けて記入する。

【死後記録】
・すべての欄が記入されていること。
・義歯・修復物の種類・材質・形態等を記
入し再現する。

【生前記録】
・不明の場合は空欄とする。
・義歯・修復物の形態など不明な場合は、
歯式図に記入しない。

多数の身元不明死体が収容された場合、統一された標準用語で記入するよう検査にあたる歯科医師
へ事前のオリエンテーションが必要である。

Ⅲ‐５ ● 用語，略号の記載例
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６．必要な器具・機材

１）口腔内検査器具

デンタルミラー ガーゼ

ピンセット ゴム手袋

探針 開口器

歯ブラシ ペンライト

２）筆記具、用紙

死後、生前記録用紙（デンタルチャート）

メモ用紙

ボールペン、鉛筆、消しゴム

３）口腔内写真撮影用機材

口腔内写真用カメラ一式 フィルム

口角鈎 スケール

口腔内写真用ミラー

４）エックス線写真撮影用機材

エックス線撮影装置（移動式） 現像液、定着液

現像器 フィルムマウント

防護用エプロン シャーカステン

フィルム クリップ

５）印象採得用器材

印象用トレー 硬石膏

ラバーボール バイブレーター

スパチュラ ユーティリティワックス

印象材

６）その他

タオル

ティッシュペーパー

手洗い用石鹸

ファクシミリ・コピー機・掲示板・コンピュータ・電気コード

Ⅲ‐６ ● 必要な器具・機材
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７．鑑定嘱託書（例）

様式第２号（刑訴第２２３条） 平成〇〇年鑑第〇〇号

鑑 定 嘱 託 書

平成〇〇年〇〇月〇〇日

☆☆☆☆歯科医院
歯科医師
〇〇〇〇殿

△△△△警察署
司法警察員
警 視 ◇◇ ◇◇ ○印

氏名 性別・年齢不明で、
ほぼ白骨化した成人の死体

上記の者に対する変死事案について、下記事項の鑑定を嘱託します。

記

嘱託事項
１．鑑定資料

ほぼ白骨化した下顎骨を含む頭蓋骨 １個

２．鑑定事項
男女の別
推定年齢
その他歯科所見からの参考事項

以上

Ⅲ‐７ ● 鑑定嘱託書（例）
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鑑 定 書
第１章 緒言
平成○年○月○日、◇◇県警、警視 ○○○○は、年齢・性別等不明で、ほぼ白骨化した
成人の死体について、鑑定人 歯科医師 ○○○○に対して下記の鑑定を行い、その結果を
書面により提出するよう嘱託した。そこで鑑定人は、これを承諾し、以来、☆☆歯科医院に
おいて、鑑定に必要な諸検査を行い、その結果に基づいて本鑑定書を作成した。

第２章 鑑定資料
１．ほぼ白骨化した、下顎骨を含む頭蓋骨１個

第３章 鑑定事項
１．男女の別
２．推定年齢
３．歯の特徴
４．その他 参考事項

第４章 鑑定経過と考察
１．頭蓋骨の外観所見
頭蓋の骨表面には、腐敗した軟部組織がいたるところで認められる。とくに上顔部で
は黒変した皮膚で被覆され、わずかに顔形をとどめているが、腐敗および変形のため、
生前の顔貌を推定することはできない。
頭蓋腔には、腐敗した脳硬膜が緑色泥状化した脳組織とともにわずかに付着してお

り、強い腐敗臭を放っていた。これらの軟部組織は、骨から比較的容易に剥離し除去す
ることができた。
しかし項平面などのいわゆる靱帯や腱付着部においては骨との固着が強靱であった。
ついで軟部組織を除去し、晒し骨の状態で行った。骨表面の色は全体的に淡赤黄色を
呈し、骨質は強固で指圧では容易に砕き得ない状態である。そして骨表面は滑沢であ
り、損壊や損傷などの所見は認められない。・・・・・・・・・・・・・・・

２．性別の判定
１）頭蓋骨の形態学的検査からの性別判定
頭蓋骨全体は比較的小さいこと、前頭結節はやや発達していること、オルトメトピ
カ（前額部の傾斜度）はやや鉛直状を呈していること、頬骨弓幅や下顎角幅はやや狭
いことなどは比較的女性骨の特徴である。しかし頭頂骨の形状、眉弓および眉間の隆
起は著明に発達していることから、前額部と鼻骨との境界の角度は鋭角であること、
外後頭隆起の発達程度は中等度に突隆していることから、上項線の発達もよく、乳様
突起や下顎骨の形状などにも男性骨のもつ特徴が良く現れている。
・・・・・・・・・・・以上、性差の特徴を表として示し、これに基づいて結果を
記載する。
２）歯の形態からの性別判定
歯を観ると、その大きさから男性と判断される要素が多いと思われる。すなわち、
特に上顎の中切歯や犬歯にその特徴がよく現れている。・・・・・・・・・・・
以上、１）～２）の成績より、資料骨の性別は男性と思われる。

３．年齢の推定
１）頭蓋縫合の融合状態からの年齢推定
縫合の融合・消失の程度は、冠状縫合では側頭部の一部に、矢状縫合では頂部の一
部・矢縫部・三角部において２°の状態であった。人字縫合では三角部の一部に、鱗

８．鑑定書記載例

Ⅲ‐８ ● 鑑定書記載例
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状縫合ではほとんど融合は完成している。・・・・・・・これらの点から、資料骨の
年齢は〇〇～〇〇歳と推定される。
２）顔面頭蓋縫合の融合状態からの年齢推定
顔面部における縫合は、比較的若年から融合が開始されるものも多く、これらの点
を考慮して各縫合の状態を検査した結果、頬骨前頭縫合の一部にやや不明な点もある
が、その他いずれの縫合も開存状態であった。・・・・・・これらの点から、資料骨
の年齢は〇〇歳代前半とも考えられる。
３）骨口蓋縫合の融合状態からの年齢推定
切歯縫合の外側部では縫合の消失がみられるが、その他の部位では縫合の融合は認
められない。‥‥‥これらの点から、資料骨の年齢は〇〇歳代の前半から後半の範囲
であると推察される。
４）歯からの年齢推定
歯のう蝕あるいは処置の状態は個人差はあるにしても、平均的にみれば若年者より
も高年者のほうがその程度は進行している。左側下顎第一大臼歯が欠損し、その部位
には第二小臼歯と第二大臼歯を支台とした、ブリッジが装着されていること、また、
上顎では・・・・・・にわたる部分床義歯が装着されていることから、資料骨の年齢
は〇○～○〇歳と推定された。
以上、１）～４）の成績より、資料骨の推定年齢は〇〇～〇〇歳と思われる。

４．歯科所見からの参考事項
資料骨の上下顎の咬合関係は、開咬状態を呈する。残存歯は、上顎では〇〇歯、下顎
では〇〇歯である。歯槽骨の吸収程度は・・・・・・・・・・・である。
１）う蝕および処置状況
上顎では、残存歯は〇〇歯、欠損歯は〇〇歯であり、・・・・・・・・・・（臨床
で言うところの現症を記載すれば良い）
２）エックス線所見

エックス線写真から読みとれる情報を、上顎と下顎に分けて、１）と同様に記載する。

第５章 鑑定
１．資料骨の性別は、男性と推定される。
２．資料骨の年齢は、〇〇～〇〇歳と推定される。
３．その他、歯科所見からの参考事項は、・・・・・・

第６章 鑑定資料の処置
資料骨は、本鑑定書とともに返却する。なお、歯列模型を作製する目的で印象採得を行
なった際に、・・・・・・の部位をわずかに損壊した。

以上の鑑定は、平成○年○月○日（鑑定を受託した日）に着手し、平成○年○月○日（鑑
定の作成を終了した日）に終了した。この鑑定書には写真○枚、図○枚および表○枚を添付
する。

平成○年○月○日

鑑定人：〒０００－００００ ○○県○○郡…………
歯科医師 ○ ○ ○ ○ ○印

Ⅲ‐８ ● 鑑定書記載例
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＜Ⅳ＞ 関係法規及び参考文献（抜粋）

＜関係法規＞

刑事訴訟法
第１編 総 則／第１２章 鑑 定
第１６５条（鑑定） 裁判所は、学識経験のある者に鑑定を命ずることができる。
第１６８条（鑑定と必要な処分、許可状） 鑑定人は、鑑定について必要がある場合
には、裁判所の許可を受けて、人の住居若しくは人の看守する邸宅、建造物若し
くは船舶内に入り、身体を検査し、死体を解剖し、墳墓を発掘し、又は物を破壊
することができる。

２ 裁判所は、前項の許可をするには、被告人の氏名、罪名及び立ち入るべき場
所、検査すべき身体、解剖すべき死体、発掘すべき墳墓又は破壊すべき物並びに
鑑定人の氏名その他裁判所の規則で定める事項を記載した許可状を発して、これ
をしなければならない。

３ 裁判所は、身体の検査に関し、適当と認める条件を附することができる。

４ 鑑定人は、第１項の処分を受ける者に許可状を示さなければならない。
５ 前３項の規定は、鑑定人が公判廷でする第１項の処分については、これを適用
しない。

６ 第１３１条、第１３７条、第１３８条及び第１４０条の規定は、鑑定人の第１項の規定に
よってする身体の検査についてこれを準用する。

第２編 第一審／第１章 捜 査
第１９７条（捜査に必要な取調べ）
１ 捜査については、その目的を達するため、必要な取調べをすることができる。
但し、強制の処分は、この法律に特別の定のある場合でなければ、これをするこ
とができない。

２ 捜査については、公務所又は公私の団体に照会して必要な事項の報告を求める
ことができる。

第２２３条（第三者の任意出頭・取調べ・鑑定等の嘱託） 検察官、検察事務官又は
司法警察職員は、犯罪の捜査をするについて必要があるときは、被疑者以外の者
の出頭を求め、これを取り調べ、又はこれに鑑定、通訳若しくは翻訳を嘱託する
ことができる。
２ 第１９８条第１項但書及び第３項乃至第５項の規定は、前項の場合にこれを準用
する。

Ⅳ ● 関係法規及び参考文献（抜粋）
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第２２５条（鑑定受託者と必要な処分、許可状） 第２２３条第１項の規定による鑑定の
嘱託を受けた者は、裁判官の許可を受けて、第１６８条第１項に規定する処分をす
ることができる。

２ 前項の許可の請求は、検察官、検察事務官又は司法警察員からこれをしなけれ
ばならない。

３ 裁判官は、前項の請求を相当と認めるときは、許可状を発しなければならな
い。

４ 第１６８条第２項乃至第４項及び第６項の規定は、前項の許可状についてこれを
準用する。

第２２９条（検視） 変死者又は変死の疑のある死体があるときは、その所在地を管
轄する地方検察庁又は区検察庁の検察官は、検視をしなければならない。

２ 検察官は、検察事務官又は司法警察員に前項の処分をさせることができる。

第２編 第一審／第３章 公 判
第３２１条（被告人以外の者の供述書・供述録取書の証拠能力） 被告人以外の者が
作成した供述書又はその者の供述を録取した書面で供述者の署名若しくは押印の
あるものは、次に掲げる場合に限り、これを証拠とすることができる。
１．裁判官の面前（第１５７条の４第１項に規定する方法による場合を含む。）におけ
る供述を録取した書面については、その供述者が死亡、精神若しくは身体の故
障、所在不明若しくは国外にいるため公判準備若しくは公判期日において供述す
ることができないとき、又は供述者が公判準備若しくは公判期日において前の供
述と異った供述をしたとき。

２．検察官の面前における供述を録取した書面については、その供述者が死亡、精
神若しくは身体の故障、所在不明若しくは国外にいるため公判準備若しくは公判
期日において供述することができないとき、又は公判準備若しくは公判期日にお
いて前の供述と相反するか若しくは実質的に異った供述をしたとき。但し、公判
準備又は公判期日における供述よりも前の供述を信用すべき特別の情況の存する
ときに限る。

３．前２号に掲げる書面以外の書面については、供述者が死亡、精神若しくは身体
の故障、所在不明又は国外にいるため公判準備又は公判期日において供述するこ
とができず、且つ、その供述が犯罪事実の存否の証明に欠くことができないもの
であるとき。但し、その供述が特に信用すべき情況の下にされたものであるとき
に限る。

Ⅳ ● 関係法規及び参考文献（抜粋）
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② 被告人以外の者の公判準備若しくは公判期日における供述を録取した書面又は
裁判所若しくは裁判官の検証の結果を記載した書面は、前項の規定にかかわら
ず、これを証拠とすることができる。

③ 検察官、検察事務官又は司法警察職員の検証の結果を記載した書面は、その供
述者が公判期日において証人として尋問を受け、その真正に作成されたものであ
ることを供述したときは、第１項の規定にかかわらず、これを証拠とすることが
できる。

④ 鑑定の経過及び結果を記載した書面で鑑定人の作成したものについても、前項
と同様である。

犯罪捜査規範
第９章 鑑 識
第１８７条（鑑定の嘱託） 捜査のため、死体の解剖、指紋または筆跡の鑑別等専門
的な知識を要する鑑定を科学警察研究所、その他の犯罪鑑識機関または適当な学
識経験者に嘱託するに当っては警察本部長または警察署長の指揮を受けなければ
ならない。

第１９２条（鑑定書）
１ 鑑定を嘱託する場合には、鑑定人から、鑑定の日時、場所、経過および結果を
関係者に容易に理解できるよう簡潔平明に記載した鑑定書の提出を求めるように
しなければならない。ただし、鑑定の経過および結果が簡単であるときは、鑑定
人から口頭の報告を求めることができるものとし、この場合にはその供述調書を
作成しておかなければならない。

２ 鑑定人が数人あるときは共同の鑑定書の提出を求めることができる。
３ 鑑定書の記載に不明または不備の点があるときは、これを補充する書面の提出
を求めて鑑定書に添付しなければならない。

検視規則
第５条（検視の代行）刑事訴訟法第２２９条第２項の規定により変死体について検視
する場合においては、医師の立会を求めてこれを行い、すみやかに検察官に、その
結果を報告するとともに、検視調書を作成して、撮影した写真等とともに送付しな
ければならない。

Ⅳ ● 関係法規及び参考文献（抜粋）
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あ と が き

日本歯科医師会では全国各地で活動をしている警察歯科医会の活動を補完す

べく平成１１年度以降、幾つかの検討すべき委員会を設置し、警察歯科医の活動

を検証し、様々な見地からの答申、提言を得、事業を展開している。

先達の多くの先生方のご努力の下、平成８年に広島県で開催された、「全国

警察歯科フォーラム」（第２回大会からの呼称）から、平成１４度年より日本歯

科医師会が主体的に係わり開催されてきた「警察歯科医会全国大会」も本年（平

成２０年）で７回目の大会を迎えました。

平成１４年に長野県歯科医師会の主管で開催された第１回の警察歯科医会全国

大会に併行し、身元確認作業の際の手引書として、「全国警察歯科医会検討臨

時委員会」の川越文雄委員長の下、学識の立場での、水口 清、小室歳信両教

授、DNA鑑定の項で執筆戴いた日本大学医学部の押田茂實教授、委員会の大

森基夫、斉藤善司、布施修一郎、須賀 均、椋代正次、緒方惟幸、池田正弘、

津田邦彦、木村哲也、の諸先生方のご尽力で「警察歯科医会・身元確認マニュ

アル」が刊行されました。

平成１８年には「日本歯科医師会における警察歯科医、行政における警察歯科

医の身分のあり方等」の諮問の下に検証を求められ設置された「警察歯科医制

度検討委員会」では最終答申書の提出に併せ、作成から６年余を経過したマニ

ュアルの再検討を行い、基本的には齟齬は無いものではありますが、時代に整

合すべく各都道府県での活動状況等を勘案し標準記号（略号）の整理等を含め

改訂版の作成に至りました。この度の改訂版の作成に際し、花岡副委員長を初

めとした検討委員会の委員各位に改めて謝意を表します。

本マニュアルの位置付けは、初版同様に身元確認作業における照合を行う際

の手引書として、先駆的に活躍されている警察歯科医のみならず、とりわけ生

前の歯科的所見等の情報提供に際しては、臨床に携わる多くの歯科医師で構成

される歯科医師会の会員であると言う特性を踏まえ、また、警察関係者にも対

応出来るものと致しました。

平成２０年１１月

警察歯科医制度検討委員会

委員長 塚本 亨
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